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４月より土生中学校の校長に着

任しました、新田昭二（にったしょ

うじ）です。子どもたちの笑顔があふれ、毎日元気に仲間

と支えあいながら自己実現に向けて、意欲的に学べる学校

にしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いし

ます。 

令和 6 年度の入学式は晴天のもと、実施することができまし

た。正門付近の桜も、新入生を祝うかのように満開の状態でし

た。今年度より地域のご来賓の方々の参列も再開しました。多くの保護者の皆

様にもご臨席を賜り、4 月５日に、第 32 回の入学式を行うことができました。   

式では新入生を代表して松田 海大さんが力強

く、堂々と誓いの言葉を述べてくれました。新た

に 145 名の新入生を迎え、全校生徒 415 名で、

新たな土生中学校のスタートを切ることができま

した。 

 

8 日には、着任式を体育館で実施しました。全

学年が体育館に集合して行うことができました。式では今年度新たに着任した

９名の先生から生徒の皆さんへ一言ずつあいさつの言葉を伝えました。新たに

土生中学校に着任した９名をどうぞよろしくお願いします。 

引き続き行われた始業式では、校長より３つのことについて話をさせていた

だきました。1 点目は「何事にも、チャレンジする」こと。一人ひとりが自ら

進んで、どんな「チャレンジ」でもよいので、前向きに挑戦することの大切さ

を伝えました。2 点目は、この学校をよくするために、自分ができることを積

み重ねてほしいと伝えました。具体的には、『校内でごみを見つけたら、そのご

みを拾う』、『友達や先生が困っていれば、支える』といった、どんな小さなこ

とでもよいので、毎日必ず何かを実行することの大切さを伝えました。それに

より、生徒の皆さんと先生方を合わせて約 450 の人が、学校を良くする行いを

積み重ねていくことで、さらに土生中学校をよくしていきたい考えています。

３点目は、「自分のことを大切にすること。そして、自分と同じくらい仲間のこ



【離任】 

倉垣 裕行 校長先生 山直中学校へ 

井内 亨   先生 退職 兵庫県へ  岡﨑 宗志 先生 退職 奈良県へ 

島本 侑季  先生 久米田中学校へ   栗山 由紀 先生 城北小学校へ 

長洲 聖奈 先生 山滝中学校へ     

咲花 典  先生  大阪府立泉南支援学校へ 

村田 瑞穂 先生 羽曳野市立はびきの埴生学園へ 

森  友寛 先生 大阪府立咲くやこの花中学校へ 

【着任】 

新田 昭二 校長 大宮小学校より  小坂 奈巳 先生 山滝中学校より  

佐分 奏太  先生 光陽中学校より  竹内 真菜 先生 山直中学校より   

須本  茂     先生 桜台中学校より   照屋 朝律 先生  岸城中学校より 

中村 美智子 先生  久米田中学校より 羽山 葵  先生 桜台中学校より 

北井 心     先生 光陽中学校より 

よろしくお願いします 

1 学年主任  赤井 勇介   2 学年主任 着本 喜暁    3 学年主任 佐々木 和浩 

   副主任  向井 友崇        副主任 吉田 奈々         副主任 紀野本 陽 

2 組担任 前川 祐里佳    2 組担任 奥野 友久     2 組担任 竹内 真菜  

3 組担任 酒谷 未来      3 組担任 吉田 奈々     3 組担任 今井 絢音 

4 組担任 向井 友崇       4 組担任 松本 直也     4 組担任 西山 航平 

１組副担任 赤井 勇介  1・４組副担任 須本 茂     1 組副担任 羽山 葵 

2 組副担任 田村 尚也  2・3 組副担任 着本 喜暁    2 組副担任 佐々木 和浩 

3 組副担任 赤井 勇介  2・3 組副担任 佐分 奏太    3 組副担任 紀野本 陽 

4 組副担任 藪本 健太  １・4 組副担任 村田 祥     4 組副担任 中村 美智子 

 

非常勤講師：河合 功勝  ひまわり学級： 後藤 輝吉  照屋 朝律  数藤 美愛 

校長：新田 昭二    教頭：上田 哲也         首席・生徒指導：藤井 勇太朗   

教務：田村 尚也    進路指導主事：紀野本 陽  養護教諭：北井 心 

校務員：原 和義    事務職員：池田 幸恵      SC：松田 知子 

SSW：大橋 牧子   STEP：前田 敏正    特別支援教育支援員：餅谷 五月 

（図書館）学校司書：北野 祐子         学習支援員：永島 光一朗 

とも大切にすること」を伝えました。日々の学校生活において、仲間とともに

支え合いながら、お互いが成長できる時間となり、この学校が、一人ひとりの

未来に向かって成長できる学校でありたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


